
指導案 1 

 

 第３学年５組 図画工作科学習指導案 

指導者 川崎市立宮崎小学校 

堀越 啓子 

１．題材名「むすんでつないで ひもひもワールド」Ａ表現 （造形遊びをする活動）２時間扱い  

 

２．「つくりだす喜び 感じる楽しさ」につながる授業の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもの反応・思考など 

教師の想定・みとりなど 

 

資質・能力の高まり 
 

感
じ
る 

つくりだす喜び 感じる楽しさ 

 

授業の中で取り組む手立てにつ

いて 
〇毛糸を何色か用意し、毛糸を組み合

わせてできる色や形の面白さに気

付く。 

○毛糸を結んでいける仕掛けを用意

し、空間を使えるようにする。 

〇長さが違う毛糸を２種類用意し、自

分の表したいものに近い長さを選

べるようにする。 

○グループにわかれ、自分の好きな空

間を共有できるようにする。 

考
え
る 

子ども 

教師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実態を把握する 

育成を目指す資質・能力 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

〔共通事項〕ア：知  イ：発 

 

 

 

 

 

 

学習 

みとり（評価） 

→適切な場面での 

支援・指導 

感
じ
る 

考
え
る 

感
じ
る 

考
え
る 

「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 

生活や社会の中の形や 
色などと豊かに関わる 
資質・能力 

 

  自己肯定感 

自
己
実
現 

 毛糸の結び

方が同じだか

ら、違う結び方

はあるかな。 

 教室全体を

見たら、毛糸が

全部つながっ

て見えるな。 

とっておきの

空間を探して

みよう。どこ

から見てみよ

うかな。 

・本題材を通して、毛糸の形の感じ、
色の感じなどから身近な場所の見
え方や感じ方を変えることができ
るように思考・判断・表現力の資
質・能力を育成していきたい。 

 
目標 
[知識及び技能] 知 技 

[思考力、判断力、表現力等] 発 鑑 

[学びに向かう力、人間性等] 

 

評価規準 
[知識・技能] 知 技 

[思考・判断・表現] 発 鑑 

[主体的に学習に取り組む態度] 

青色の毛糸を使

ってみたから、次

は目立つ色にし

ようかな。 

主体的・対話的で深い学び（自己決定の連続） 

個別最適な学び 協働的な学び 

毛糸のつなぎかたや毛糸の色の組み合わ

せを工夫したり、場所の様子の変化を感じ

取ったりしている。 

 

生活科ルームを毛糸を

使って、いろいろな色や

形にして、面白い空間を

つくることができた。 



指導案 2 

 

３．活動場所  生活科ルーム 

 

４．題材観 

（１）子どもたちの実態 

  明るく活発な児童が多く、何事にもやってみたいと思う児童が多い。ほとんどの児童が図工を楽し

みにしており、絵をかくことや粘土でつくることに興味をもっている。 

３年生に入り絵の具を使った「絵のぐ＋水＋ふで＝いいかんじ！」では、水を調整し濃い色や薄い

色に挑戦したり、筆使いに気を付けて細い線や太い線を試したりしながら、偶然できた絵の具の表現

の面白さに気付く児童が多かった。自分が思う「いいかんじ!」と思う色や、形、表し方を見つけて楽

しむ様子が見られた。 

（２）題材と育成を目指す資質・能力 

 本題材では、特別教室で使用する生活科ルームという身近な場所を使い、友達と協力しながら毛糸

を結んで張ったり、友達の毛糸とつなぎ合わせる活動を通して、毛糸のつなぎ方を工夫したり生活科

ルームの様子の変化を感じ取ったりする力をつけていきたいと考える。活動していく中で、毛糸の形

の感じや色の感じなど、それらの組み合わせを基に、自分のイメージをもち、新しい形や色を思いつ

きながら活動をしていけるようにしたい。また、活動後に見比べられるように、活動前の生活科ルー

ムの様子の写真を記録しておき、変化の実感を味わえるようにしていきたい。 

５．題材の目標 

（１）知識及び技能に関する題材の目標 

○毛糸をつなぐときの感覚や行為を通して、形の感じ、色の感じ、それらの組み合わせの感じが分か

る。（知識） 

 ○毛糸の扱いに十分慣れるとともに、手や体全体を十分に働かせ、活動を工夫してつくる。（技能） 

（２）思考力、判断力、表現力等に関する題材の目標 

 ○形の感じ、色の感じ、それらの組み合わせによる感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、

毛糸や毛糸を結ぶ場所などを基に造形的な活動を思い付き、新しい形や色などを思い付きながら、

どのように活動するか考える。（発想や構想に関する資質・能力） 

 ○形の感じ、色の感じ、それらの組み合わせによる感じなどをもとに、自分のイメージをもちながら、

自分や友達が活動して変化した様子などから造形的な面白さや楽しさについて感じ取ったり考え

たりし、自分の見方や感じ方を広げる。（鑑賞に関する資質・能力） 

（３）学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標 

 ○進んで毛糸を用いて活動したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、 

形や色などに関わり豊かな生活を創造しようとする態度を養う。 

 

６．題材の評価規準 ～ ３つの観点から育てたい力を考える ～             

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知  毛糸をつなぐときの感覚

や行為を通して形の感じ、色の

感じそれらの組み合わせの感じ

が分かっている。 

技  毛糸の扱いに十分慣れる

とともに、手や体全体を十分に

働かせ、活動を工夫してつくっ

ている。 

 

発 形の感じ、色の感じ、それ

らの組み合わせによる感じなど

をもとに、自分のイメージをも

ちながら、毛糸や毛糸を結ぶ場

所などを基に造形的な活動を思

い付き、新しい形や色などを思

い付きながら、どのように活動

するか考えている。 

鑑 形の感じ、色の感じ、それ

らの組み合わせによる感じなど

をもとに、自分のイメージをも

ちながら自分や友達が活動して

変化した様子などから造形的な

面白さや楽しさについて感じ取

ったり考えたりし、自分の見方

や感じ方を広げている。 

主 つくりだす喜びを味わい、

進んで毛糸で活動したり鑑賞し

たりする学習活動に取り組もう

としている。 

 

 

 



指導案 3 

 

７．「造形的な見方・考え方」が働くような手立て 
（１）手立ての視点 

・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、主題・材料・技法と関われることができるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を働かせながら、作品をつくったり見たりできるようにするために・・・ 

・「造形的な見方・考え方」を身につけ、生活に活かせるようにするために・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用具 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる  

○自分の思いにあった ○慣れる ○安心と安全  

技法 

○出会わせ方 ○ヒントコーナー ○試せる  

○自分の思いにあった ○慣れる ○新たな発想につながる   

 

本
題
材
で
は
・
・
・（
授
業
の
構
想
） 

材料 

○出会わせ方 ○量や種類 ○色や形、感触などの多様性  

○集め方   ○自分の思いにあった ○試せる 

○新たな発見 
 

主題（活動を通して表したい思い） 

○大切にしたい思い 

（・題材から ・生活から ・興味や関心から ・学習経験から 

・活動から ・技法から ・材料から） 

○思いと向き合う 

（・イメージ化 ・参考作品 ・ワークシート） 

作品 

○参考作品との出あわせ方（・タイミング ・種類 ・見せ方） 

○自分や友達の作品（・よく見る ・比べる ・見直す） 

○鑑賞の仕方（・何を ・いつ ・どのように） 

場の設定 

○室内・屋外 ○広さ・高さ ○明暗 ○いつもと違う  

○友達の活動が目に入る 

○材料・用具・ヒントコーナー・参考作品の配置   

人とのかかわり 

○グルーピング ○対話・話し合い ○新たな出会い  

○共同制作   ○活動を見合う  ○よさに気づく 

造
形
的
な
見
方
・
考
え
方 

が
働
く
よ
う
に 

 
 

考
え
る 

 

こ
と
を
大
切
に
し
た
授
業 

 



指導案 4 

 

（２）本題材における、造形的な見方・考え方が働くような手立て 

 

・毛糸の結び方の練習と毛糸との出会い 

  安心して活動ができるように最初は短めの毛糸を結ぶ活動を児童と一緒に確認する。色を変えて結

び方がわかりやすいようにしたり、実物投影機を使い手元を見せたりしながら練習をする。活動に慣

れたころに、十分な量の毛糸の山を見せ、毛糸をどんどん結んでいきたいという意欲をもたせる。 

 

・毛糸の種類と色数や長さ 

  毛糸の種類は安心して結ぶことが出来るように、同じ太さの毛糸を使用する。太さを出したい場合

は子どもたちと考えた上で、ねじり合わせたり重ねたりすることが出来ることを共有し活動できるよ

うに声をかけていきたい。色については、５色用意する。子どもたちが思いっきり活動できるように

十分な量を用意する。長さについては、２種類の長さの用意をする。今回は、はさみを使用しないの

で、余った部分を垂らしてみたり、さらに結んでみたりと毛糸を張りめぐらせられるように長さを意

識した。 

 

・結ぶことが困難な児童への手立て 

  十分に練習時間を確保はするが結ぶことが困難な児童もいることが予想される。そこで、あらかじ

め GIGA 端末で録画しておいた結び方の動画を見せながら、安心して結べるように声をかける。しか

し、毛糸を結ぶことに重点を置くのではなく、毛糸を使って生活科ルームを変身させることに重点を

おきたいと思う。そこで、どうしても結べない児童においては、両端に輪を作った毛糸を用意し、友

達の毛糸とつなぎ合わせられるようにした毛糸を使って安心して活動ができるようにする。 

おもしろいつなぎ方を思い付いている児童を紹介するなどをして、友達がつくった形や色からも発

想につながるように促す。 

 

・場への仕掛け 

  体を思いっきり使って活動ができるように生活科ルームという、物があまりない教室を選んだ。し

かし、毛糸を結ぶところがあまりないので、園芸用のネットを用意し、結んでいけるところを仕掛け

ることにした。広い空間を使って思う存分毛糸を張りめぐらせることができるようにした。また、毛

糸を置いておく机の脚などにも、毛糸を結んでいけるように机も用意する。 

 

・材料と場との向き合う時間の確保 

  「個別最適な学び」の観点から、一人ひとりがしっかりと材料に触れ、手や体全体を充分に働かせ

ながら活動できるようにするため、まずは「私のひもひもワールド」に取り組むことを促し、自分だ

けのひもひもワールドを意識しながら取り組む時間を確保していきたいと思う。その後、一人ひとり

の活動が広がっていった時に、協働的な学びの実現するために近くの友達と毛糸を繋いでもよい事を

提案したいと考える。 

 

・鑑賞のもち方 

  活動中は結ぶことに夢中になる児童が多くいると思うので、友達と交流しながらお互いのとってお

きの空間を紹介する時間も確保したいと考える。クラス全体では、代表で何人かの児童にとっておき

の空間を教師の GIGA 端末を使用し、記録しておく。全体でテレビの画面で共有していきたい。また

教師は事前に活動する前の教室と活動途中や活動後の様子の写真も記録して、空間の変化を見せたい。 

 

 

８．準備 

[ 教師  ] 毛糸、はさみ、園芸用ネット、机、テレビ、GIGA 端末 

 

[ 子ども ] GIGA 端末 

 

 

 

 



指導案 5 

 

９．指導と評価計画（２時間扱い） 
 ◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手立て 

◎造形的な見方・考え方が働くような

手立て 

評価規準 と 

評価方法（ ） 

１

次 

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

◇毛糸と出会い、つなぎ方

を考える。 

・毛糸の色をたくさん変え

て、結んでみたいな。 

・友達とつなげたら長くな

るかな。 

・ただ結ぶのではなくて、

いろんな形にして結ん

でみたいな。 

 

 

 

 

○短めの毛糸と出会わせる。 

・実際に短いひもを使って何本か結ん

でみるように声をかける。 

・結ぶのが苦手な児童のために、練習

をする。 

・結び方がわかりやすいように手元を

拡大し、2本の毛糸の色を変えて説

明する。 

 

 

 

 

 

 

知 

毛糸をつなぐときの感 

覚や行為を通して形の感 

じ、色の感じそれらの組み 

合わせの感じが分かって 

いる。（活動・ワークシー

ト） 

 

２

次 

60 

分 

 

 

 

 

 

 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇活動のめあてを知る。 

 

◇毛糸の色の組み合わせ

を考えたり、結び方を試

したりする。 

・たくさん毛糸を結び合わ

せたら、どんな教室にな

るのだろう。 

・どんどん結んでみたい 

な。 

・毛糸一本で結ぶよりも、

何本か組み合わせてみ

るときれいだな。 

・結び方をかえても面白い

かもしれないな。 

・友達と結んでみたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎大量の毛糸を用意しているのを知

らせる。 

○活動内容とめあてを伝える。 

○毛糸を使って、生活科ルームを変身

させることを伝える。 

◎まずは一人で活動できるように「私

のひもひもワールド」をつくるよう

に声をかける。 

 

◎児童の様子をみて声をかけて回り、

結ぶのが困難な児童には、GIGA端

末であらかじめとった結び方の動

画を見ながらできることを伝える。 

 

◎活動が広がっていった時に、友達の

毛糸とつないでいっても良いこと

を伝え、「３－５ひもひもワールド」

にするように呼びかけ、さらに空間

を使っていけるように促す。 

 

◎動画を見ても結べない児童につい

ては、あらかじめ輪を作った毛糸を

渡し、友達と繋ぎ合わせるように声

をかける。 

 

◎ひもの色やつなぎ方を工夫してい

る児童がいたら他の児童に紹介す

る。 

 

 

 

 

発 

形の感じ、色の感じ、それ

らの組み合わせによる感

じなどをもとに、自分のイ

メージをもちながら、毛糸

や毛糸を結ぶ場所などを

基に造形的な活動を思い

付き、新しい形や色などを

思い付きながら、どのよう

に活動するか考えている。 

（活動・ワークシート） 

 

技 

毛糸の扱いに十分慣れる

とともに、手や体全体を十

分に働かせ、活動を工夫し

てつくっている。 

（活動・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛糸をどんどん結んでみよう 

毛糸をどんどん使って、生活科ルームを変身させよう。 



指導案 6 

 

※主体的に学習に取り組む態度は、児童自ら「知識及び技能」を獲得したり、「思考力判断力、表現力

等」を身に付けたりするために、粘り強く取り組んだり学習を調整したりしている姿を活動全体を通

して評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇毛糸をつないで生まれ

た形や色に注目しなが

ら、変化した空間の様子

を見て回り、活動をふり

かえる。 

・友達と結んでできたこの

毛糸の組み合わせが好

きだな。 

・寝転んで下から見ると色

が重なっていてきれい

だな。 

・いつもの生活科ルームが

楽しい毛糸の世界に変

わったな。 

・クモの巣のようにみえる

な。 

・レーザーのように見え

て、おもしろいな。 

・友達が紹介してくれた空

間も自分の選んだ空間

と違って見え方が面白

いな。 

 

 

 

○毛糸のつなぎ方や色の組み合わせ

などに注目しながら、自分のお気に

入りの空間を探すように声をかけ

る。 

◎離れて見てみたり、寝転んで下から

見上げてみたりなどいろいろな視

点があることを伝える。 

◎お気に入りの空間が見つかったら

友達と紹介しあうことを伝える。 

 

○グループでお気に入りの空間を紹

介しあうようにし、様々な感じ方が

あることに気付かせる。 

 

〇活動をふりかえりワークシートに

書き込む。 

 

 

 

鑑 

形の感じ、色の感じ、それ

らの組み合わせによる感

じなどをもとに、自分のイ

メージをもちながら自分

や友達が活動して変化し

た様子などから造形的な

面白さや楽しさについて

感じ取ったり考えたりし、

自分の見方や感じ方を広

げている。 
（様子・発言・ワークシート） 

とっておきの毛糸の空間を見つけよう。 



指導案 7 

 

１０．本時の活動（２／２時間 ６０分） 

（Ⅰ）本時の目標 

  ○形の感じ、色の感じ、それらの組み合わせによる感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、

表したいことをみつけることや毛糸を結ぶ場所などを基に造形的な活動を思い付き、新しい形や

色などを思い付きながら、どのように表すか考えている。（発想や構想に関する資質・能力） 

（Ⅱ）本時の展開 

◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手立て 

◎造形的な見方・考え方が働くような

手立て 

評価規準  と評価方法

（ ） 

 

 

 

 

◇活動のめあてを知る 

◇毛糸の色の組み合わせを考え

たり、結び方を試したりする。 

・たくさん毛糸を結び合わせた

ら、どんな教室になるのだろ

う。 

・どんどん結んでみたいな。 

・毛糸一本で結ぶよりも、何本

か組み合わせてみるときれい

だな。 

・結び方をかえても面白いかも

しれないな。 

・友達と結んでみたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇毛糸をつないで生まれた形や

色に注目しながら、変化した

空間の様子を見て回り、活動

をふりかえる。 

・友達と結んで、できたこの毛

糸の組み合わせが好きだな。 

・寝転んで下から見ると色が重

なっていてきれいだな。 

・いつもの生活科ルームが楽し

◎大量の毛糸を用意しているのを知

らせる。 

 

 

○活動内容とめあてを伝える。 

○毛糸を使って、生活科ルームを変身

させることを伝える。 

◎まずは一人で活動できるように「私

のひもひもワールド」をつくるよう

に声をかける。 

◎児童の様子をみて声をかけて回り、

結ぶのが困難な児童には、GIGA端

末であらかじめ撮った結び方の動

画を見ながらできることを伝える。 

 

活動が広がっていった時に、友達の毛

糸とつないでいっても良いことを

伝え、「３－５ひもひもワールド」

にするように呼びかけ、さらに空間

を使っていけるように促す。 

 

◎動画を見ても結べない児童につい

ては、あらかじめ輪を作った毛糸を

渡し、友達と繋ぎ合わせるように声

をかける。 

 

◎ひもの色やつなぎ方を工夫してい

る児童がいたら、他の児童に紹介し

たりする。 

 

 

○毛糸のつなぎ方や色の組み合わせ

などに注目しながら、自分のお気に

入りの空間を探すように声をかけ

る。 

 

◎離れて見てみたり、寝転んで下から

見上げてみたりなどいろいろな視

点があることを伝える。 

 

 

 

 

 

発 

形の感じ、色の感じ、それ

らの組み合わせによる感

じなどをもとに、自分のイ

メージをもちながら、表し

たいことをみつけること

や毛糸を結ぶ場所などを

基に造形的な活動を思い

付き、新しい形や色などを

思い付きながら、どのよう

に表すか考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 

自分や友達の作品などか

ら造形的な面白さや楽し

さについて感じ取ったり

考えたりし、自分の見方や

感じ方を広げている。 
（様子・発言・ワークシート） 

  ○自分や友達が活動して変化した様子などから造形的な面白さや楽しさについて感じ取ったり考

えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。（鑑賞） 

とっておきの毛糸の空間を見つけよう。 

毛糸をどんどん使って、生活科ルームを変身させよう。 



指導案 8 

 

い毛糸の世界に変わったな。 

・クモの巣のようにみえるな。 

・レーザーのように見えて、お

もしろいな。 

・友達が紹介してくれた空間も

自分の選んだ空間と違って見

え方が面白いな。 

◎お気に入りの空間が見つかったら

友達と紹介しあうことを伝える。 

○グループでお気に入りの空間を紹

介しあうようにし、様々な感じ方が

あることに気付かせる。 

〇活動をふりかえりワークシートに

書き込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指導案 9 

 

図工『ひもひもワールド』 

ふりかえりシート 

3 年  組  番（             ） 

 

『ひもひもワールド』の活動を通して感じたことを書いてみよう。 

 

                             

                         

                            

                         

                         


